
 

本庄市高校生プロジェクト「七高祭」運営業務委託 公募型プロポーザル実施要項 

 

１ 趣旨 

この要項は、本庄市が発注する、本庄市高校生プロジェクト「七高祭」運営業務委託（以下「本業務」とい

う。）について、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号。以下「施行令」という。）第１６７条の２第１項第２号

の規定に基づき随意契約を締結するため、公募型プロポーザル方式の実施にあたり必要となる事項を定める

ものとする。 

なお、この要項において公募型プロポーザルとは、本業務の概要や参加資格等を公表して参加業者を募り、

申込者の参加資格を確認し、本業務についての発想や課題解決方法、取組み体制等に関する実施提案書等

の提出を求め、提案者の創造性、技術力、経験等を総合的に審査し、本業務の内容に最も適した契約交渉相

手方（以下「受注候補者」という。）を決定する方式をいう。 

 

２ 業務の概要 

（１）業務の名称 

本庄市高校生プロジェクト「七高祭」運営業務委託 

 

（２）業務の目的 

本市には公立・私立を合わせて５つの高等学校と１つの特別支援学校があり、人口規模に対して高校の数

が多いという特長を持っている。本業務は、このことを活かして、以下を目的として実施するものである。 

 

① 本市に通う高校生が、他校や地域の人々との交流を通じて社会参画の経験や成功体験を持つことにより、

まちに対する愛着を醸成し、将来の関係人口の創出に繋げる。 

② 次世代を担う高校生が地域について考え、まちに関わり続ける意思を育む取組として、本事業の過程や成

果について市内外に広く発信し、持続的な発展性のあるまちとしてＰＲする。 

③ 高校生と、市民や事業者、行政とが連携してまちの魅力創出に取り組むことにより、将来に向けたまちづく

りに対する意識が地域全体において向上し、地域の賑わいが創出されることを目指す。 

 

（３）業務の内容 

①高校生・地域・行政の連携による「地域連携プログラム」の運営等 

②地元企業等と連携する「地域コラボ企画」の運営等 

③合同文化祭の運営等 

 

（４）履行期間 

契約締結日から令和９年３月５日まで 

 

（５）契約方法 

公募型プロポーザル方式による随意契約 

 



 

（６）見積限度額 

本庄市高校生プロジェクト「七高祭」運営業務委託公募型プロポーザル募集要項（以下「募集要項」という。）

において定める。 

 

（７）対象業務の全体スケジュール 

本庄市高校生プロジェクト「七高祭」運営業務委託 業務仕様書（以下「業務仕様書」という。）において定

める。 

 

３ プロポーザル方式の種別及び理由 

（１）種別 

公募型プロポーザル 

 

（２）理由 

本業務は、市内の高等学校※から代表生徒が参加し、①高校生・地域・行政の連携による「地域連携プログ

ラム」（以下、「地域連携プログラム」という。）、②地元企業等と連携する「地域コラボ企画」（以下「地域コラボ

企画」という。）、③合同文化祭の３つのプログラムを実施することで、高校生の地域愛醸成を図り、将来の関

係人口の創出を狙うものである。 

①地域連携プログラム及び②地域コラボ企画においては、ワークショップやフィールドワークなどプログラム

の構築・内容に関するアイデアやアプローチ手法、また、高校生のサポートの方法等について、また、③合同文

化祭においては、イベントの企画力や運営ノウハウ、地域の魅力の活かし方に関するアイデア等について、業

者により異なる提案が見込める。加えて、事業の発信についても、高校生の考えを基にした発信方法につい

ての提案を見込む。 

このため、価格のみで受注者を決定するのではなく、事業者からの業務実施計画の提案を受け、その内容

の良否や事業目的達成の可能性、費用対効果等を総合的な見地で検討し、受注者を決定することが望まし

いことから、プロポーザル方式を採用するものとし、その種別（指名型又は公募型）については、本庄市入札

参加資格者名簿登載者に限らず、より幅広にアイデアやノウハウを求めたいことから、要領第２条第２号「公

募型」を採用する。 

※参加校…県立児玉高等学校、県立本庄高等学校、本庄第一高等学校、本庄東高等学校、 

早稲田大学本庄高等学院、県立本庄特別支援学校（高等部） 

 

４ 提案書特定（受注候補者決定）までの事務手順 

（１）選定委員会の設置 

受注候補者の決定にあたっては、本庄市高校生プロジェクト「七高祭」運営業務委託プロポーザル選定委

員会（以下「選定委員会」という。）を設置する。 

選定委員会は、応募方法、募集期間及び審査のための評価基準等を定め、企画提案書、本業務に対する

提案者の意欲や理解力等をより把握するためのプレゼンテーション等を行った上で、提案内容を点数化して

順位が最上位の者を本業務の受注候補者とし、随意契約の交渉相手方に決定するものとする。 

なお、選定委員会の事務局は企画財政部広報課に置く。 



 

（２）選定スケジュール 

募集要項において定める。 

 

（３）手続開始の公告 

本業務の公募型プロポーザル参加業者の募集にあたっては、募集要項その他必要と認める事項を公告す

るものとする。 

また、当該公告は本庄市ホームページ及び本庄市企画財政部広報課（本庄市役所本庁舎３階）での閲覧に

よるものとする。 

 

５ 公募における応募条件等 

公募における応募条件、応募方法、募集期間及び提案要請者選定基準は募集要項において定める。 

 

６ 提案書を特定するための評価基準 

別紙のとおり定める。 

 

７ 提出書類等の公開・非公開 

提出書類等は、本庄市情報公開条例（平成１８年条例第２０号）の規定による請求に基づき、同条例第７条

に規定する非公開情報を除き、第三者に開示することができるものとする。 

 

８ 提案書作成要領 

提案内容、提案書の書式、提出方法、提出部数、提出期限、記入上の注意、提案依頼についての質疑応答

等についての詳細は、募集要項において定める。 

 

９ 提案に係る費用負担 

参加申込、企画提案書類の作成・提出、プレゼンテーション等への参加等に関する一切の費用は、提案者

の負担とする。 

 

１０ 募集要項 

選定委員会は、次に掲げる事項を記載した募集要項を定めるものとする。 

項  目 主 な 内 容 

１ 業務の概要 名称、内容、履行期間 

２ 提案上限額 委託料の提案における見積限度額 

３ 実施形式 公募型プロポーザルである旨 

４ 参加資格要件 本プロポーザルへ参加するための資格要件 

５ 失格基準 失格基準 

6 参加申込み 申込方法、参加の辞退 

7 質問書の受付及び回答 質問の提出方法、受付期間及び回答の取り扱い 



 

8 企画提案書類 提出方法、提出書類 

9 選定委員会、評価基準 選定委員会、評価基準及び審査の流れ 

10 留意事項 提出書類等の取り扱い、提出に係る費用負担など 

11 スケジュール 全体スケジュール 

12 担当部署 担当部署の情報 

13 様式 本プロポーザル手続に使用する様式 

 

１１ 契約手続 

受注候補者を決定した後の契約手続は、本庄市契約規則（平成１８年本庄市規則第４９号）による。 

 

１２ その他 

この要項に定めるほか、本件プロポーザルに関して必要な事項がある場合には、選定委員会において定め

るものとする。 


